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令和8年
議会概要

3
月
定
例
会

1
月
・
2
月
臨
時
会

３
月
定
例
会
は
、
令
和
８
年
３
月
５
日
か
ら

１３
日
の
９
日
間
開
催
し
、
条
例
８

件
、
補
正
予
算
６
件
、
当
初
予
算
９
件
、
指
定
管
理
１
件
、
契
約
２
件
、
そ
の
他

２
件
、
議
員
発
議
１
件
の
計

２９
件
の
議
案
を
審
議
し
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

１
月
臨
時
会
は
令
和
８
年
１
月

２６
日
に
開
催
し
、
専
決
処
分
１
件
、
補
正
予
算
専

決
処
分
１
件
、
補
正
予
算
１
件
の
議
案
を
、
２
月
臨
時
会
は
２
月
６
日
に
開
催

し
、「
ホ
テ
ル
ベ
ル
リ
ー
フ
大
月
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」、
条
例
１
件

を
審
議
し
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　「
大
月
町
総
合
振
興
計

画
　
後
期
基
本
計
画
」
が

５
年
間
の
計
画
と
し
て
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
反
対
・
賛
成
の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

　
第
７
次
大
月
町
総
合
振
興
計
画
は
、
町
の
最
上
位

計
画
と
し
て
行
政
運
営
の
指
針
を
示
す
も
の
で
す
。

し
か
し
、
後
期
基
本
計
画
に
は
総
花
的
な
内
容
は
あ

っ
て
も
、
今
の
大
月
町
が
直
面
す
る
困
難
を
突
破
す

る
た
め
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た

５
年
間
で
到
達
可
能
な
、
よ
り
絞
り
込
ん
だ
方
針
が

必
要
で
す
。

　
よ
っ
て
、
本
計
画
は
一
度
練
り
直
す
べ
き
で
あ
り
、

私
は
反
対
し
ま
す
。

　
本
計
画
の
大
き
な
方
向
性
に
は
賛
成
で
す
。
行
政

が
流
れ
を
つ
く
り
、
民
間
と
連
動
し
て
こ
そ
目
標
達

成
に
近
づ
く
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
前
期
５
年
間
の
反
省
や
未
達
要
因
の
分

析
が
不
十
分
で
、
指
標
の
選
定
や
課
題
の
掘
り
下
げ

が
甘
い
ま
ま
で
は
実
効
性
が
担
保
で
き
ま
せ
ん
。

　
一
度
立
ち
止
ま
り
、
指
標
と
課
題
を
精
査
し
た
う

え
で
、
よ
り
磨
き
上
げ
た
計
画
と
し
て
出
し
直
す
べ

き
と
考
え
、
今
回
は
反
対
し
ま
す
。

浦木 秀雄議員

米谷 勝市議員

よ
り
絞
り
込
ん
だ

　
　
　
　
　
　
方
針
が
必
要

指
標
の
選
定
や
課
題
の

　
　
　
　
掘
り
下
げ
が
甘
い

反  対
浦木　米谷

是非を問う 賛成
多数
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③

　
本
計
画
は
、
町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
行
政
運
営
の
指
針
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
現
状
を
的
確
に
捉
え
た
妥
当
な
内
容
で
す
。
細

部
を
書
き
込
み
す
ぎ
て
柔
軟
性
を
損
な
う
こ
と
も
な
く
、
必
要
な

範
囲
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
た
事
業
こ
そ
が
課
題
解
決
の
手
段
で
あ
り
、

突
破
口
は
十
分
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
実
行
段
階
で

の
進
捗
管
理
で
あ
り
、
議
会
が
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
計
画
に
賛
成
し
ま
す
。

中田 巌議員

現
状
を
的
確
に
捉
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
妥
当
な
内
容

　
第
７
次
大
月
町
総
合
振
興
計
画
は
、
内
容
と
し
て
優
れ
た
点
が

多
く
、
必
要
な
見
直
し
も
行
わ
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
町
長
が
掲
げ
る
６
つ
の
目
標
に
向
け
た
施
策
も
着
実
に
進
ん
で

お
り
、
行
政
・
議
会
・
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
向
性
は
妥
当
で
あ
り
、
今
後
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
べ
き
計
画
だ
と
判
断
し
、
私
は
賛
成
し
ま
す
。

必
要
な
見
直
し
も

　
　
　
　
　
行
わ
れ
て
い
る

中田　谷　　依岡

松田　新谷　笹木

安岡（利）

賛  成

依岡 一生議員

　
本
計
画
は
、
町
の
重
点
施
策
と
し
て
の
目
標
と
指
針
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
前
期
計
画
を
踏
ま
え
て
適
切
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
は
あ
く
ま
で
大
き
な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
細
部
ま

で
書
き
込
み
す
ぎ
れ
ば
行
政
の
動
き
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
で
、
本
計
画
は
必
要
な
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
お
り
妥
当

で
す
。

　
重
要
な
の
は
、
こ
の
目
標
に
向
け
て
政
策
努
力
を
積
み
重
ね
、

議
会
が
そ
の
進
捗
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
計
画
に
賛
成
し
ま
す
。

前
期
計
画
を
踏
ま
え
て

　
　
　
　
適
切
に
整
理
さ
れ
て
い
る

谷 正美議員

大月町
総合振興計画 後期基本計画



一般会計当初予算　54億2100万円

住民の願いに応える道の駅計画を

地方交付税　４５％

地方が自由に使える
お金として、国から
交付される

国・県支出金　１３％ 繰入金　１３％

貯金を下ろす

町債  （借金）８％

町税　８％

寄付金等　６％

ふるさと納税等

総務費　２３％

人件費、企画費
など

民生費　２１％

障がい者、高齢者、
児童対策費など

衛生費　１５％

予防、塵芥処理、
し尿処理費など

公債費　１２％

借金返済

消防費　７％

商工費　６％

土木費　５％

教育費　５％

農林水産業費
４％

当初予算の金額は
次ページを見てく
ださい。

入るお金

使うお金

道の駅改修計画　再始動

　
町
は
、
道
の
駅
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
た
め
の
「
基
本
設
計
」
委
託
予

算
９
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

　
一
次
産
業
の
振
興
、
食
堂
の
設
置

な
ど
住
民
の
願
い
に
応
え
る
道
の
駅

の
計
画
を
期
待
し
た
い
。

道
の
駅
再
整
備
事
業

　
基
本
設
計
委
託
料
９
０
０
万
円
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⑤

幡西衛生処理センター

　
歳
出
予
算
の
特
徴

　
土
木
費
１
億
２
１
６

１
万
円
減
は
緊
急
自
然

災
害
防
止
事
業
（
田
代
川
）

が
終
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
衛
生
費
８
０
５
１
万

円
増
は
、
幡
多
西
部
消

防
組
合
衛
生
処
理
施
設

延
命
化
事
業
に
伴
う
負

担
金
の
増
額
で
あ
る
。

　
商
工
費
６
７
３
５
万

円
増
は
、
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
大
月
修
繕
料
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
謝

礼
品
費
な
ど
に
よ
る
。

　
農
林
水
産
業
費
５
２

０
４
万
円
増
は
、
露
地

園
芸
有
望
品
目
導
入
支

援
事
業
費
補
助
金
、
四

万
十
市
新
食
肉
セ
ン
タ

ー
整
備
費
負
担
金
な
ど

に
よ
る
。

　
歳
入
予
算
の
特
徴

　
歳
入
合
計
は
４
４
０
０

万
円
増
え
て
い
る
。

　
町
税
８
５
３
万
円
減
は

物
価
高
騰
等
に
よ
る
所

得
の
減
少
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
借
金
で
あ
る
町
債
を

２
１
９
０
万
円
減
ら
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
健
全

財
政
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
。

　
去
年
の
実
績
に
基
づ

い
て
寄
付
金
等
４
６
９
０

万
円
増
も
め
ざ
し
て
い
る
。

本
年
度
と
前
年
度
の

当
初
予
算
比
較

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

７年度予算額
（Ｂ）

８年度予算額
（Ａ）

会　計　名

８年度予算額
（Ａ）

２４億２７５２万円

７億０４７１万円

６億９２５３万円

４億４９３０万円

４億０８６６万円

３億４５５５万円

１億５０１３万円

１億４２７７万円

６１７０万円

３８１３万円

５４億２１００万円

１２億３７５９万円

１１億２４２１万円

８億２４９４万円

６億４９８１万円

４億０４０３万円

２億９９６５万円

２億８９３４万円

２億７３４６万円

２億３５０３万円

５４９４万円

２８００万円

５４億２１００万円

１２億６８４６万円

１１億４３３２万円

７億４４４３万円

６億３２９４万円

３億９７５４万円

２億３２３０万円

４億１０９５万円

２億７９４１万円

１億８２９９万円

５６１３万円

２８５３万円

５３億７７００万円

△３０８７万円

△１９１１万円

８０５１万円

１６８７万円

６４９万円

６７３５万円

△１億２１６１万円

△５９５万円

５２０４万円

△１１９万円

△５３万円

４４００万円

７年度予算額
（Ｂ）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）歳入比較

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

７年度予算額
（Ｂ）

８年度予算額
（Ａ）歳出比較

地方交付税

繰入金

国県支出金

町　債

町　税

寄付金等

使用料及び手数料

交付金

地方譲与税

分担金及び負担金

　　歳入合計

総務費

民生費

衛生費

公債費

消防費

商工費

土木費

教育費

農林水産業費

議会費

その他

特別養護老人ホーム

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

給与等集中処理

病院事業会計

簡易水道事業会計

漁業集落排水処理事業会計

２４億１７５６万円

６億３２７３万円

７億７１９３万円

４億７１２０万円

４億１７１９万円

２億９８６５万円

１億４３７８万円

１億３１５７万円

５９４７万円

３２９２万円

５３億７７００万円

９９６万円

７１９８万円

△７９４０万円

△２１９０万円

△８５３万円

４６９０万円

６３５万円

１１２０万円

２２３万円

５２１万円

４４００万円

歳入合計

特別会計・事業会計

３億８３７１万円

７億６６６２万円

７億８１１６万円

１億１７２９万円

９億３５５０万円

６億４７８７万円

６億７５８８万円

２５１８万円

３億７１０６万円

７億４５２０万円

８億７１４２万円

１億０９４８万円

９億１０６０万円

５億９２２１万円

６億６１４８万円

５２４５万円

１２６５万円

２１４２万円

△９０２６万円

７８１万円

２４９０万円

５５６６万円

１４４０万円

△２７２７万円



A
　
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

１１
万
円
は
。

B
　
成
年
後
見
人
が
必
要
な
身
寄
り
の
な
い
方
に
つ
い

て
、
町
長
が
成
年
後
見
人
の
申
し
立
て
を
行
う
た
め

の
費
用
１
件
分
で
す
。

A
　
妊
婦
に
対
す
る
様
々
な
支
援
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
周
知
方
法
は
。

B
　
保
健
師
と
の
面
談
等
に
よ
り
周
知
は
徹
底
さ
れ
て

お
り
、
活
用
も
十
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
　
松
田

妊
婦
支
援
　
中
田

A
　
露
地
園
芸
有
望
品
目
導
入
支
援
事
業
費
補
助
金

１
０
０
０
万
円
は
。

B
　
事
業
者
が
果
樹
部
門
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
選
果

機
を
導
入
す
る
補
助
金
で
す
。

A
　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
令
和
８
年
度
の
計
画
地
は
。

B
　
周
防
形
地
区
と
頭
集
地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

有
望
品
目
支
援
　
松
田

森
林
管
理
制
度
　
中
田

A
　
滞
在
型
観
光
拠
点
整
備
業
務
委
託
料
１
５
２
０
万

円
の
内
訳
と
委
託
先
は
。

B
　
委
託
先
は
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ドK

A
S
H
IN

IS
H
I

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社F

ound
ing

 
B
a
se

。

内
容
は
コ
ッ
ト
ン
テ
ン
ト
３
基
を
耐
久
性
の
高
い
ド

ー
ム
型
テ
ン
ト
３
基
へ
再
整
備
す
る
予
算
で
す
。

宿
泊
施
設
備
品
　
米
谷

観
光
拠
点
整
備
　
米
谷

農業を続けられる施策を

樫西のコットンテント

A
　
指
定
管
理
者
が
決
ま
っ
た
ベ
ル
リ
ー
フ
大
月
へ
の

宿
泊
施
設
備
品
購
入
費
１
０
０
万
円
は
。

B
　
厨
房
機
器
が
老
朽
化
で
一
部
買
替
が
必
要
と
判
断

し
、
厨
房
機
器
等
の
購
入
予
算
で
す
。

予算
審査
３月１０日、１１日、
１２日、全員協議
会で各担当課を招
いて審査しまし
た。

福
祉
環
境
の
充
実

一
次
産
業
の
充
実

観
光
整
備
の
充
実
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⑦

出
会
い
の
場
創
出
　
新
谷

A
　
出
会
い
の
場
創
出
イ
ベ
ン
ト
実
施
事
業
委
託
料
は
。

B
　
令
和
７
年
度
と
同
様
に
、
若
者
に
企
画
を
し
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
委
託
料
で
す
。

協
力
隊
　
浦
木

A
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
予
算
総
額
、
人
数
、
強
化

策
は
。

B
　
予
算
総
額
は
、
昨
年
は
約
２
０
０
０
万
円
、
今
年

は
約
３
５
０
０
万
円
で
、
新
た
に
４
人
を
追
加
し
ま

し
た
。
現
役
隊
員
サ
ポ
ー
ト
業
務
委
託
料
と
し
て
約

２
０
０
万
円
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

バ
ス
車
両
購
入
　
新
谷

A
　
大
月
町
地
域
路
線
バ
ス
車
両
購
入
費
補
助
金
は
。

B
　
更
新
時
期
の
バ
ス
が
20
台
以
上
あ
り
、
小
型
バ
ス

を
年
１
台
ず
つ
宿
毛
市
・
土
佐
清
水
市
・
大
月
町
の

補
助
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

橋
梁
点
検
委
託
料
　
谷

A
　
長
寿
命
化
修
繕
計
画
橋
梁
点
検
委
託
料
は
町
内
の

何
橋
に
対
し
て
の
予
算
か
。

B
　
町
道
の
１
３
５
橋
に
つ
い
て
、
５
年
ご
と
の
点
検

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
年
は
43
橋
分
の

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
　
安
岡（
利
）

A
　
大
月
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
に
お
け
る
資
本
的
支

出
の
内
容
は
。

B
　
春
遠
ダ
ム
に
係
る
配
水
池
・
配
管
等
の
工
事
費
で

す
。

固
定
資
産
税
　
安
岡（
利
）

A
　
延
滞
繰
越
分
に
つ
い
て
の
動
向
は
ど
う
か
。

B
　
徴
収
強
化
、
人
口
減
少
等
に
よ
り
滞
納
額
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

看
板
設
置
　
谷

A
　
文
化
財
保
護
費
の
看
板
製
作
設
置
業
務
委
託
料
は
。

B
　
木
製
看
板
を
ア
ル
ミ
製
看
板
に
取
り
替
え
る
３
基

分
の
設
置
委
託
料
で
す
。

耐
震
補
助
金
　
谷

A
　
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
補
助
金
１
７
５
０
万
円
と

住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金
５
０
０
０
万
円
は
何

件
分
の
予
算
か
。

B
　
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
補
助
金
50
件
分
と
住
宅
耐

震
改
修
工
事
費
補
助
金
50
件
分
で
す
。

当初予算書
事業会計を含む９会計それ
ぞれが１冊ずつ製本されて
います。
これらを全て、質疑等に
よって内容を精査し、最終
的に議会で議決します。

ま
ち
づ
く
り
の
充
実

生
活
環
境
の
充
実

そ
の
他
の
充
実



▼
大
月
町
防
災
対
策
加
速
化
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

・
県
の
交
付
要
綱
に
則
り
、
残
高
を
全

て
処
分
す
る
た
め

▼
大
月
町
介
護
保
険
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
等
貸
付
基
金
条
例
及
び
大
月
町
介
護

保
険
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
貸
付
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

・
利
用
実
績
が
な
く
、
今
後
も
利
用
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め

▼
大
月
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
・
法
改
正
に
よ
る
条
ず
れ
を
改
正

▼
大
月
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
・
同
事
業
の
運
営
の
た
め
制
定

▼
大
月
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
所
在
地
の
変
更
、
法
改
正
に
よ
る
条

ず
れ
を
改
正

▼
大
月
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の
運
用
開

始
に
対
応
す
る
た
め

▼
大
月
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
竜
ヶ
浜
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例・
利
用
料
金
の
上
限
、
施
設
に
係
る
事

項
を
同
一
の
規
定
と
す
る
た
め

▼
大
月
町
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
ご
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定

・
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
へ

▼
普
通
河
川
田
代
川
河
川
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結

・
契
約
金
額
‥
７
９
６
５
万
１
千
円

　
契
約
の
相
手
方
‥
協
業
組
合
テ
ス
ク

▼
大
月
町
簡
易
水
道
施
設
（
姫
ノ
井
工
区

〜
才
角
工
区
）
整
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結

・
契
約
金
額
‥
６
２
０
８
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方
‥

　
　
　
　
　
　
長
山
建
設
株
式
会
社

▼
第
７
次
大
月
町
総
合
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画

▼
大
月
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

・「
前
期
基
本
計
画
」
の
期
間
が
終
了

す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
５
年

間
の
「
後
期
基
本
計
画
」
を
定
め
る

デイサービスさんご

指
定
管
理

全員
賛成

条
　
例

全員
賛成

請
負
契
約

全員
賛成

計
　
画

賛成
多数

今議会の動き

⑧



⑨

　
大
月
町
全
体
で
は
、
人
口
減
少
や
担
い
手
不
足
等

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
将
来
維
持
や
継

続
が
難
し
く
な
る
と
予
測
で
き
る
。
将
来
に
向
け
て

若
者
世
代
の
組
織
体
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
住
民

組
織
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
地
域
に
お
け
る
つ
な
が

り
や
課
題
解
決
を
早
急
に
図
る
必
要
が
あ
る
。
地
域

運
営
組
織
（
協
議
会
）
で
あ
る
小
規
模
多
機
能
自
治

に
よ
る
「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
政
主
導

で
立
ち
上
げ
る
よ
う
以
下
の
提
言
を
す
る
。

①②③
　
地
域
運
営
組
織
は
、
若
者
世
代
を
中
心
と
す
る

人
口
分
布
を
最
優
先
と
し
た
エ
リ
ア
分
け
を
す
る

こ
と
。

　
地
域
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
住
民
が
主
体
と
な
る
地
域
運
営
組
織
を
形
成
し
、

住
民
と
行
政
が
互
い
に
協
力
し
あ
え
る
小
規
模
多

機
能
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

　
議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
議
会
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、
令

和
６
年

１０
月
７
日
か
ら
本
定
例
会
ま
で
の
間
、
７
回
の
議
会

運
営
委
員
会
と
３
回
の
全
員
協
議
会
で
の
協
議
に
お
い
て
調

査
を
進
め
て
き
た
。

①②③④

総
務
厚
生

常
任
委
員
会

結
審
要
旨

議
会
運
営
委
員
会

中
間
報
告
要
旨

大月町全図

懇談会のようす

　
議
員
活
動
の
集
計
に
お
い
て
は
、
１
年
間
の
議
員
の
活

動
を
同
じ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
っ
て
集
計
し
た
。
議
員
の

な
り
手
不
足
解
消
に
向
け
て
の
議
論
の
骨
子
と
し
て
活
用

す
る
。

　
地
区
懇
談
会
は
テ
ー
マ
を
「
産
業
振
興
・
防
災
」
と
し
、

令
和
７
年
４
月
・
５
月
・
９
月
の
３
か
月
間
、

１７
地
区
に

お
い
て
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

出
さ
れ
た
意
見
要
望
等
は
２
４
２
項
目
。
各
地
区
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
は
文
書
を
も
っ
て
各
地
区
長
に
配
布
に
向
け

準
備
中
で
あ
る
。

　
通
信
等
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
に
つ
い
て
は
、
既
に
活
用
し

定
着
し
て
い
る
。

　
決
算
の
審
議
を
深
め
、
来
年
度
の
当
初
予
算
に
反
映
す

る
と
の
意
見
は
、
議
会
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
に
お

い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

委員会報告



　町は決して事業者を選べる立場になく、厳しい条
件の中で手を挙げてくれた事業者を公益性から評価
すべきです。修繕や経営に関して、町が新たに多額
の財政負担を負うものではない。そのうえで、町営
ホテル営業を再開することにより、第１に施設の維
持が図られること、第２に宿泊客を通じた町内経済
への波及効果が期待できる。本議案は町の利益に資
する合理的な選択であると考えます。

　２年間使用せず老朽化が進んでいます。経営の問
題は事業者が努力を重ねてやるべきことであり、黒
字化を見込んでの応募と判断します。行政は関係な
いことです。食事については、段階を経て提供して
いけるような仕組みを作っていきたいと説明を受け
ました。
　町民の財産を守り、交流人口を増やすための観光
振興、これに寄与するためのホテル経営を１日も早
くやるべきと考えます。

町民の財産を守り、観光振興のため
（谷正美議員）

町の利益に資する合理的な選択
（中田巌議員）

賛成
中田　谷　浦木　依岡
新谷　松田　安岡（利） 反対 米谷　笹木

　指定管理者は、多機能ホテルを目指している。町
も補助金等で支援をしていくと表明した。両者の努
力を信じます。

多機能ホテルを目指している
（浦木秀雄議員）

　選定基準の不開示、ホテル運営能力
の検証資料、運転資金、赤字耐性、食
事の提供の方法、設備リスクの改修等
の負担区分、途中撤退時の解約・引継
ぎの不明確など承認判断に不可欠な情
報が議会に十分示されていません。現
段階で議会が住民に説明できるだけの
資料・根拠が揃っていない以上、承認
を急ぐ合理性はありません。

住民に説明できるだけの資料・
根拠が揃っていない
（米谷勝市議員）

　理由は大きく３点です。第１に、事
業者の運営能力に対する懸念です。第
２に、食事提供の欠如がもたらす競争
力の低下です。第３に、議会への説明
不足です。
　以上の点から、本計画は一度白紙に
戻し、より専門性のある事業者の公
募、あるいは計画の抜本的な見直しを
強く求めます。

運営能力、競争力に疑問
（笹木章弘議員）

１月臨時会
一般会計補正予算第５号

補正額１億２１８９万９０００円

＝主な使い道＝
物価高騰対応重点支援事業

１億５９７万５０００円
１人２万５０００円の商品券

７月１日から使用可能ホテルベルリーフ大月

2月臨時会　ホテルベルリーフ大月

新たな指定管理者決定賛否 賛成
多数

⑩



⑪

子
ど
も
た
ち
と
の

　
　
　
距
離
感
と
安
全
最
優
先
　
　

　
２
０
０
９
年
の
小
学
校
統
合
を
機
に
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
添
乗
員
と
し
て
乗
務
す
る
こ
と
に
。
地
域
説

明
会
で
不
安
を
募
ら
せ
る
保
護
者
に
「
と
に
か
く
一

生
懸
命
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
頭
を
下
げ
、
保

護
者
に
協
力
を
求
め
た
時
の
緊
張
と
覚
悟
を
今
で
も

昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
は
１
園
に
統
合
さ
れ
た
保
育
所

バ
ス
に
移
行
。
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も
敏
感
で
私

の
気
持
ち
（
ゆ
と
り
）
を
察
知
さ
れ
て
し
ま
う
。
毎

日
が
反
省
。
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
最
終
日
に
子
ど

も
た
ち
が
、「
お
ば
ち
ゃ
ん
が
乗
っ
て
く
れ
て
よ
か

っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
時
は
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

林
　
鈴
三
（
郷
）

みんなの
広  場

　
２
月

２８
日
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
イ
ラ
ン
へ
の
先
制
攻
撃
を

開
始
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
行
動
は
、
明
ら
か

に
イ
ラ
ン
の
主
権
及
び
領
土
の
一
体
性
を
侵
害
し
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず

る
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
で
あ
り
、
国
連
憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
。

　
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
態

は
、
中
東
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
が
位
置
す
る
東
ア
ジ
ア
を
含
む
国
際
社

会
の
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
極
め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。

　
大
月
町
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
先
制
攻
撃
を
最

も
強
い
言
葉
で
非
難
す
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対

し
、
即
時
に
攻
撃
を
停
止
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
政
府
に
お
い
て
は
、
現
地
在
留
邦
人
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
対
話
と
交
渉
に
よ
る
平
和
的
解

決
を
図
る
よ
う
強
く
訴
え
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　孫２人と土佐清水の水族館
「ＳＡＴＯＵＭＩ」に行き、こ
の地域にしかないといわれてい
るシコロサンゴを見た。未来の
子ども達もこのサンゴのように
永遠に残ってほしいとの願いを
込めて描いた。

第７７回 県展入選

作　者　渡邊百々代さん

テーマ　現実と非現実

題　名　里の海は永遠不変

表紙絵に寄せて

アメリカとイスラエルによる
イラン攻撃を非難する決議

令和８年３月１３日　大月町議会

浦木議員の提案により全会一致で採択されました。



中田　巌 議員中田　巌 議員

　
限
ら
れ
た
財
源
及

び
人
的
資
源
の
中
で

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
本
町
の
よ
う
な
小

規
模
自
治
体
に
お
い
て
は
、

財
政
面
・
人
材
面
と
も
に

制
約
が
あ
る
中
で
、
全
て

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
時
代
に
入
っ
て
き
て

い
る
。
本
町
を
取
り
巻
く

現
状
に
つ
い
て
、
町
長
の

認
識
は
。

　
私
が
認
識
し
て
い

る
本
町
の
現
状
の
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

①
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
の
加
速

②
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一

次
産
業
の
低
迷

③
物
価
高
騰
と
慢
性
的
な

人
手
不
足
の
影
響

等
、
小
規
模
自
治
体
で
あ

る
本
町
を
取
り
巻
く
状
況

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

　
新
年
度
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
特
に
重

視
し
た
政
策
分
野
は
何
で

あ
っ
た
の
か
。

　
今
期
、
町
長
が
掲

げ
て
い
ま
す
、

①
人
口
減
少
対
策

②
地
域
経
済
対
策

③
巨
大
地
震
を
含
む
災
害

対
策

の
３
本
の
柱
に
重
点
を
置

き
予
算
配
分
を
し
て
い
ま

す
。

　
計
上
し
た
予
算
の

中
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
実
感
で
き
る
変
化
は

あ
る
か
。

　
変
化
や
成
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
単
年

で
実
感
で
き
る
即
効
性
の

高
い
施
策
と
、
持
続
的
効

果
や
、
中
長
期
的
効
果
に

よ
り
成
果
が
出
る
施
策
な

ど
、
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
徐
々
に
成
果
が
表

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

問答

問答

問答

　
行
政
だ
け
で
な
く
、

町
民
や
議
会
と
課
題

認
識
を
共
有
し
な
が
ら
、

町
の
将
来
像
を
描
い
て
い

く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
る
。
町
民
や
議
会
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
説

明
し
、
理
解
を
得
る
つ
も

り
か
。　

ま
ず
は
地
区
長
自

治
会
と
の
行
政
懇
談

会
を
毎
年
５
月
末
頃
に
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
情

報
の
共
有
や
説
明
を
丁
寧

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
の
代
表
で
あ
る
議

会
に
対
し
て
は
、
対
話
と

協
働
を
大
切
に
し
、
全
員

協
議
会
等
で
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問答

限りある予算を大切に

丁寧な説明を

一　般　質　問

町政運営

本町を取り巻く現状認識は
　年々、厳しさを増している／町長

新
年
度
予
算
編
成

特
に
重
視
し
た
も
の
は

　
　
公
約
の
三
本
柱
で
す
／
町
長

課題の共有

町民や議会への説明は
　行政懇談会や全員協議会で／町長

⑫



　
宅
地
造
成
は
弘
見

地
区
２
か
所
に
絞
り
、

一
か
所
は
現
状
の
ま
ま
必

要
に
応
じ
て
整
備
し
、
も

う
一
か
所
は
地
盤
が
悪
く

宅
地
と
し
て
は
断
念
を
し

た
が
、
他
の
場
所
の
調
査

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。　

宅
地
造
成
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
９

月
議
会
に
お
い
て
総
務
厚

生
常
任
委
員
会
よ
り
若
者

定
住
施
策
と
し
て
提
案
を

い
た
だ
き
、
令
和
４
年
度

に
宅
地
ニ
ー
ズ
把
握
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の

後
協
議
を
重
ね
弘
見
エ
リ

ア
の
町
有
地
を
造
成
す
る

計
画
と
し
て
、
宅
地
造
成

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
地
盤
調
査
の
結
果
等

を
踏
ま
え
断
念
を
し
ま
し

た
。
今
後
は
遊
休
施
設
等

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。姫

ノ
井
の
春
遠
ダ
ム

建
設
事
務
所
に
貸
し

て
い
る
土
地
を
、
今
後
宅

地
と
し
て
活
用
す
る
考
え

は
な
い
か
。

宅
地
造
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
第
１
ダ
ム

の
完
成
予
定
が
令
和
９
年

８
月
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

第
２
ダ
ム
の
建
設
工
事
が

令
和
９
年
度
以
降
、
用
地

買
収
が
完
了
次
第
実
施
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工

期
に
つ
い
て
は
未
定
で
す

が
、
宅
地
造
成
と
し
て
の

検
討
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
の
状
況
を
見
な
が
ら
判

断
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

姫ノ井成ヶ丘

問答

問答

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の

上
に
あ
る
ア
ト
リ
エ

棟
は
令
和
４
年
度
１
８
８

２
万
円
を
計
上
し
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活

用
す
る
と
の
見
解
だ
っ
た
。

現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
に

活
用
し
、
ま
た
、
企
業
誘

致
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

現
時
点
で
の
活
用
状

況
は
、
企
業
１
社
と

契
約
を
し
て
い
ま
す
。
令

和
７
年
４
月

２４
日
に
資
源

循
環
事
業
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、
令
和
７
年

１１
月

２０
日
か
ら
サ
ン
ト
リ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
の
関
連
会
社

Ｎ
Ｏ
　
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
株
式
会

社
に
利
用
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
企
業
誘
致
事
業

は
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
取
り
組
み

と
連
携
し
て
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問答

アトリエ棟

依岡　一生 議員依岡　一生 議員

人口減少対策

宅地造成の調査状況は
　遊休施設等の活用を検討／町長

関係人口

アトリエ棟の
　使用状況・方針について
　COSAの取り組みと連携／町長

大月町のここを聞く

⑬



問答

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

　
昨
年
の
９
月
議
会

で
町
は
、
「
キ
ビ
ナ

ゴ
等
加
工
産
業
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
実
情

に
即
し
た
事
業
実
施
に
努

め
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
た
。

で
は
、
今
年
度
か
ら
来
年

度
に
か
け
て
、
ど
の
段
階

ま
で
検
討
を
進
め
る
の
か
、

加
工
品
開
発
に
向
け
た
行

程
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
２
団
体
に
投
げ
か

け
を
し
て
み
ま
し
た

が
、
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
し
て
、
現
時
点
で

は
来
年
度
以
降
に
向
け
て

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

再
度
主
要
関
係
団
体
に
対

し
ま
し
て
、
個
別
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
、
議
員
よ

り
い
た
だ
き
ま
し
た
提
案

が
実
施
可
能
な
の
か
を
確

認
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
安
満
地
漁
港
に
公

衆
ト
イ
レ
が
未
整
備

で
あ
る
現
状
を
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
公
衆
ト

イ
レ
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
す
く
も
湾
漁
協
や

養
殖
業
者
、
ま
き
網

業
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

の
必
要
性
が
客
観
的
に
高

ま
っ
て
い
る
と
は
認
識
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
利
用
実
態
や
地

区
の
衛
生
環
境
な
ど
の
現

状
を
踏
ま
え
、
必
要
性
が

客
観
的
に
高
ま
る
場
合
に

は
、
漁
協
や
漁
業
者
の
皆

さ
ん
と
協
議
の
上
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

安満地漁港

役場は規範が大切

問答

　
危
機
管
理
を
総
括

す
べ
き
課
長
・
課
長

補
佐
が
町
外
在
住
で
あ
り
、

即
応
体
制
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
総
務
課

防
災
担
当
の
町
職
員
全
員

が
、
昨
年
の
暮
れ
に
県
外

へ
私
的
な
一
泊
旅
行
に
出

て
い
て
、
災
害
発
生
時
に

招
集
や
情
報
伝
達
の
機
器

を
扱
え
る
職
員
が
町
内
に

不
在
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
事
実
か
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
危
機
管

理
上
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

　
危
機
管
理
の
担
当

は
、
町
内
の
在
住
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

受
け
と
め
て
い
ま
す
が
、

私
が
人
事
を
す
る
わ
け
で

す
。
や
は
り
適
材
適
所
、

町
内
町
外
問
わ
ず
に
私
は

配
置
を
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
旅
行
は
事
実
で
す
。

危
機
管
理
上
、
初
動
対
応

の
強
化
、
即
応
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、
危
機
管

理
参
集
要
件
を
規
定
化
す

る
な
ど
、
仕
組
み
、
ル
ー

ル
化
、
見
え
る
化
を
行
う

必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

答

一　般　質　問

地域経済対策

キビナゴ等加工産業の推進は
　今後実施可能なのか確認／町長

衛
生
設
備

安
満
地
漁
港
に
公
衆
ト
イ
レ
を

　
必
要
性
が
高
ま
る
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
／
町
長

危
機
管
理

危
機
管
理
の
管
理
職
は
町
内
在
住
で

　
町
内
町
外
問
わ
ず
配
置
す
る
／
町
長

⑭



⑮

　
過
去
の
大
規
模
地

震
に
お
け
る
火
災
の

約
半
数
は
電
気
火
災
と
言

わ
れ
て
い
る
。
本
町
は
密

集
地
域
が
あ
り
、
火
災
が

発
生
す
る
と
被
害
が
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
推
進

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

は
、
地
震
に
よ
る
電

気
火
災
を
防
ぐ
有
効
な
手

段
で
す
が
、
補
助
金
の
利

用
に
は
事
業
者
へ
の
設
置

依
頼
や
、
町
と
県
の
納
税

証
明
書
が
必
要
な
こ
と
な

ど
、
申
請
手
続
が
複
雑
と

い
う
印
象
の
せ
い
か
、
活

用
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

広
報
等
で
周
知
し
、
町
民

の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
高
知
県
内
の
一
部

市
町
村
で
は
、
密
集

地
域
に
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ

プ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

無
償
配
布
し
て
い
る
。
簡

単
に
設
置
で
き
る
た
め
、

本
町
で
も
検
討
で
き
な
い

か
。

　
緊
急
性
の
高
い
事

業
か
ら
優
先
的
に
予

算
化
し
て
お
り
、
財
政
的

な
面
か
ら
も
全
戸
配
布
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
普
及

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新谷　伸 議員新谷　伸 議員

問答

　
給
食
に
お
け
る
町

内
産
の
食
材
の
使
用

割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
町
内
に
あ
る
農
畜

水
産
物
の
お
い
し
さ
、

生
産
者
の
喜
び
や
苦
労
を

伝
え
、
感
謝
し
、
地
域
に

誇
り
が
持
て
る
子
ど
も
に

育
て
て
い
き
た
い
想
い
か

ら
、
地
元
に
あ
る
食
材
は

全
て
学
校
給
食
で
使
う
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
学
期
に
１
回
は
大
月
食

材
１
０
０
％
給
食
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
内
に
な
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
金
額
ベ
ー
ス
で
町
内

産
は
３
割
程
度
で
す
。 ３月献立表

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
・
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

問答

問答

　
町
内
の
給
食
は
温

か
く
て
美
味
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
は

町
の
補
助
が
あ
り
、
令
和

８
年
度
か
ら
は
国
か
ら
も

５
２
０
０
円
の
補
助
が
あ

る
予
定
。
令
和
８
年
度
の

月
額
の
個
人
負
担
は
。

　
安
心
安
全
で
工
夫

を
凝
ら
し
た
お
い
し

い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
も
好
評
で

す
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
物
価

高
騰
の
影
響
で
、

３０
円
の

値
上
げ
を
給
食
運
営
委
員

会
で
諮
る
予
定
で
す
。
小

学
校
６
３
９
０
円
、
中
学

校
６
９
０
０
円
程
度
の
予

定
で
す
が
、
小
学
校
は
国

の
支
援
に
よ
り
１
１
９
０

円
程
度
に
な
る
予
定
で
す
。

問答

防　災

感震ブレーカーの普及促進を
　県事業を活用していく／町長

大月町のここを聞く

負
担
軽
減

来
年
度
給
食
費
の
負
担
額
は

　
　
小
学
校
月
額
１
１
９
０
円
程
度
／
教
育
長



谷　正美 議員谷　正美 議員

問答問答

問答

　
後
継
者
不
足
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
農

業
従
事
者
を
ど
の
よ
う
な

施
策
を
も
っ
て
守
っ
て
い

く
の
か
、
持
続
可
能
な
農

業
施
策
に
お
い
て
具
体
的

な
取
り
組
み
を
聞
く
。

　
新
規
就
農
者
等
の

研
修
や
、
経
営
開
始

直
後
の
早
期
の
経
営
確
立

の
た
め
の
支
援
。
ま
た
、

国
や
県
の
支
援
制
度
な
ど

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者

の
確
保
や
労
力
軽
減
対
策
、

高
収
益
化
に
繋
が
る
対
策

を
行
い
、
持
続
可
能
な
農

業
振
興
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
増
え
つ
つ
あ
る
耕

作
放
棄
地
の
原
状
復

帰
に
向
け
、
支
援
し
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

　
荒
廃
農
地
再
生
活

動
を
支
援
す
る
制
度

は
あ
り
ま
す
が
、
用
途
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域

ぐ
る
み
で
の
農
道
や
水
路

等
の
維
持
管
理
に
努
め
、

集
落
で
協
力
し
て
営
農
継

続
を
図
り
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
規
就
農
者
や
、

帰
農
す
る
方
へ
対
し

て
の
機
械
や
設
備
等
の
ハ

ー
ド
面
の
支
援
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
国
費
に
よ
る
農
業

用
機
械
等
へ
の
支
援

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
要

件
が
様
々
あ
り
、
農
業
を

始
め
る
全
て
の
方
が
受
け

ら
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
町
で
新
た
に
農
業

経
営
を
考
え
て
い
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
一
度
産
業

振
興
課
へ
ご
相
談
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
、

農
業
者
の
跡
継
ぎ
が

少
な
い
現
状
で
あ
る
、
新

規
就
農
者
を
確
保
し
て
い

く
取
り
組
み
を
、
積
極
的

に
打
た
な
い
限
り
、
持
続

可
能
な
農
業
振
興
は
図
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
農
業
の
衰
退
の
本

質
は
、
人
が
減
る
、

儲
か
ら
な
い
、
小
規
模
で

効
率
が
悪
い
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。
中
山
間
地
域
の

自
治
体
で
は
、
農
業
や
農

村
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
守
る
農
業
施

策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農

業
振
興
を
進
め
る
た
め
に

は
、
産
業
と
し
て
成
立
す

る
農
業
、
稼
ぐ
農
業
へ
段

階
的
に
シ
フ
ト
を
し
て
い

く
、
政
策
の
比
重
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
農
業

施
策
と
し
て
、
町
独

自
の
取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
農
業
を
職
業
と
し

て
選
べ
る
環
境
作
り
、

効
率
的
な
農
業
経
営
を
可

能
に
す
る
圃
場
整
備
や
組

織
作
り
な
ど
、
農
業
を
持

続
可
能
な
産
業
と
し
て
成

り
立
た
せ
る
仕
組
み
作
り

が
重
要
で
す
。
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
協
定
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
あ

る
企
業
と
の
契
約
協
議
な

ど
、
売
れ
る
農
作
物
、
稼

げ
る
農
業
を
目
指
し
、
民

間
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
販
路
拡
大
に
向
け

て
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

問答

問

答

増えつつある耕作放棄地

高齢化が進む農業従事者

農業振興

持続可能な農業施策は
　総合的施策として取り組む／町長

一　般　質　問

⑯
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米谷　勝市 議員米谷　勝市 議員

　
高
市
政
権
は
食
料

安
全
保
障
の
強
化
を

掲
げ
、「
完
全
密
閉
型
植

物
工
場
」
を
推
奨
し
て
い

る
。
食
糧
安
全
保
障
の
大

き
な
課
題
解
決
に
な
る
と

思
う
。
高
知
県
の
「
農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
」
と

も
非
常
に
相
性
が
良
い
し
、

農
業
振
興
に
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
。
こ
の
予
算
を
大
月

町
と
し
て
取
り
に
行
く
考

え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
個

人
の
場
合
は
ど
う
か
。

　
農
業
構
造
転
換
集

中
対
策
に
あ
り
ま
す

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す

る
た
め
、
県
の
支
援
制
度

を
令
和
６
年
度
と
７
年
度

に
活
用
し
て
い
ま
す
。
個

人
に
係
る
も
の
は
本
人
・

事
業
者
か
ら
の
申
し
出
に

よ
り
予
算
確
保
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
行
政
が

戦
略
的
に
行
政
主
導
で
取

り
に
行
く
ケ
ー
ス
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
構
造
転
換
集

中
対
策
は
、
農
業
者

し
か
該
当
し
な
い
。
農
業

未
経
験
で
も
最
先
端
の
先

進
技
術
を
使
え
ば
可
能
な

栽
培
方
法
で
あ
り
、
行
政

主
導
で
行
う
農
業
の
大
き

な
問
題
解
決
に
な
る
と
思

う
が
重
い
腰
を
上
げ
て
行

う
考
え
は
あ
る
か
。

　
植
物
工
場
に
関
し

て
は
本
町
と
し
て
検

証
が
で
き
て
い
な
い
事
業

と
な
り
、
現
時
点
で
は
積

極
的
に
促
進
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
産
省
も
同
時
に

陸
上
養
殖
に
関
し
て

推
奨
し
て
い
る
。
魚
種
も

サ
ー
モ
ン
・
マ
ス
・
フ
グ

な
ど
が
あ
り
新
し
い
産
業

テ
ー
マ
に
移
住
・
定
住
者

獲
得
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
陸
上
養
殖
と
新
規

就
業
や
定
住
支
援
な

ど
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
施
策
と
い

う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
は
エ
ビ
の
陸
上
養

殖
を
営
む
事
業
者
が
お
ら

れ
ま
す
が
、
事
業
の
検
証

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
定

住
支
援
と
、
養
殖
、
陸
上

養
殖
に
限
ら
ず
、
起
業
や

就
業
等
は
本
町
で
新
た
に

移
住
定
住
を
考
え
る
方
に

は
セ
ッ
ト
で
あ
る
た
め
、

関
係
担
当
部
署
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
の
支
援
を
し
て
い
く
考

え
で
す
。

問答

問答

問答

　
昨
年
の
当
初
予
算

に
て
社
会
福
祉
協
議

会
の
経
営
赤
字
補
填
６
０

０
万
円
を
予
算
化
。
町
長

は
「
経
営
改
善
を
図
る
」

と
答
弁
さ
れ
て
い
た
が
改

善
策
は
出
た
の
か
。
ま
た

ゴ
ー
ル
は
い
つ
か
。

　
令
和
７
年
度
は
運

営
赤
字
相
当
分
を
増

額
し
て
い
ま
す
。
人
件
費

や
各
種
受
託
事
業
の
不
足

分
に
つ
い
て
自
主
財
源
か

ら
捻
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

介
護
保
険
事
業
運
営
が
厳

し
く
財
源
充
当
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
県
社

協
が
介
入
し
、
介
護
保
険

事
業
部
門
の
経
営
改
善
に

向
け
て
、
分
析
や
実
施
可

能
な
取
り
組
み
の
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
事
業
の
経
営
改
善
を
図

っ
た
上
で
の
補
助
金
の
減

額
な
り
の
見
直
し
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
が

い
つ
か
は
、
ま
だ
改
善
を

図
っ
て
い
る
状
況
な
の
で
、

答
弁
を
差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問答

植物工場

早期の経営改善を

大月町のここを聞く

新たな農業

完全密閉型植物工場
　積極的な促進は難しい／町長

社
会
福
祉

経
営
改
善
の
ゴ
ー
ル
は

　
 
 
 

答
弁
を
控
え
る
／
町
長



編 

集 

委 

員

　
委
　

員
　

長
　
浦
木
　
秀
雄

　
副
委
員
長
　
依
岡
　
一
生

　
委
　
　
員
　
米
谷
　
勝
市

　
　
　
　
　
　
笹
木
　
章
弘

　
　
　
　
　
　
松
田
　
照
代

編
集
後
記

編
集
後
記

　「
議
会
だ
よ
り
、
楽
し
み

に
読
み
よ
る
よ
」
嬉
し
い
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
広
報
の
一

員
と
し
て
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。

　
３
月
議
会
は
、
来
年
度
予

算
審
議
が
中
心
で
す
。
議
会

の
前
に
は
、
議
員
で
予
算
内

容
を
学
習
し
、
よ
り
理
解
を

深
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
活
発
な
意
見
・
討
論
で
春

の
嵐
の
よ
う
に
感
じ
た
３
月

議
会
も
無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
予
算
と
と
も
に
新

年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
や
さ

し
い
風
の
中
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
大
月
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

（
松
田
照
代
）

自走式運搬機を使い、木材を運び出す

　
林
業
を
継
承
し
、
熟

練
の
技
術
を
磨
き
続
け

る
和
田
さ
ん
一
家
を
訪
ね
、

そ
の
歩
み
と
熱
い
思
い

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
経
験
が

役
に
立
っ
て
来
た

　
私
は
高
校
生
の
頃
か

ら
父
母
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
卒
業
後

は
両
親
と
３
人
で
チ
ッ

プ
や
杉
、
ヒ
ノ
キ
、
ウ

バ
メ
ガ
シ
の
切
り
出
し
、

植
木
の
植
え
付
け
を
し

て
い
ま
し
た
。
や
が
て

２
歳
年
下
の
弟
・
英
典

も
加
わ
り
家
族
４
人
で
、

楽
し
く
作
業
効
率
も
あ

が
り
ま
し
た
。

試
練
と
原
点
回
帰

　
植
木
市
場
の
不
振
や

注
文
減
少
の
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
他
の
業
者

か
ら
別
の
仕
事
を
世
話

し
て
も
ら
っ
て
、
困
難

を
切
り
抜
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
大
型
重
機
も
導

入
し
、
以
前
に
も
増
し
て
、

建
築
用
材
、
チ
ッ
プ
、

そ
し
て
備
長
炭
用
ウ
バ

メ
ガ
シ
等
の
仕
事
に
励
み
、

怠
ら
ず
に
手
入
れ
も
し

て
い
ま
す
。

父
か
ら
続
く
信
頼
と

技
術
を
未
来
へ

　
彰
一
さ
ん
、
英
典
さ

ん
は
高
校
生
の
頃
か
ら

両
親
と
共
に
仕
事
に
励
み
、

一
流
の
庭
師
も
一
目
置

く
技
術
を
身
に
付
け
た

プ
ロ
で
す
。

　
相
手
の
注
文
を
聞
き
、

現
物
を
見
ず
と
も
、
信

用
だ
け
で
数
百
万
の
契

約
が
で
き
る
プ
ロ
職
人

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
父
か

ら
続
く
信
頼
と
技
術
を

未
来
へ
繋
げ
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

（
取
材
　
笹
木 

章
弘
）

和田彰一さん（大駄場）弟・英典さん

発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

一次産業で生きる兄弟

⑱


	_01
	_02
	_03
	_04
	_05
	_06
	_07
	_08
	_09
	_10
	_11
	_12
	_13
	_14
	_15
	_16
	_17
	_18

